
達成度は目標値と１月（統計は３月）の評価値との比較で算出

１月

評価値

90%
アンケート
（生徒）

65% 72% Ｂ

90%
アンケート
（生徒）

71% 79% Ｂ

70%
アンケート
（生徒）

26% 37% Ｃ

90%
アンケート
(教員）

64% 71% Ｂ

90%
アンケート
(生徒）

57% 64% Ｃ

100%
アンケート
（教員）

71% 71% Ｂ

90%
アンケート
（教員）

42% 47% Ｃ

教育課程の改善

①新学習指導要領による教育課程の編成
②学科の特色を出す教育課程の編成
③進路保障（就職、進学）に基づく教育課程の編成 新教育課程編成に向けての有意

義な取組みをした教員の割合
100%

アンケート
（教員）

56% 56% Ｃ

新教育課程編成に向け、情報を提供し、
研修も企画したが、積極的に研究する雰
囲気が醸成されなかった。各教科に、引
き続きしっかりと研究し、本校の特色をい
かせる教育課程づくりの議論を深めた
い。

アンケート
（教員）

66% 66% Ｃ

アンケート
（教員）

71% 71% Ｂ

ビジネスマナーの
向上

①始業、終業時のあいさつの徹底
②全校集会でのビジネスマナー教育の充実 ビジネスマナー教育が自分にとっ

て役立つと感じている生徒の割合
90%

アンケート
（生徒）

53% 58% Ｃ
学校行事として職員全体が関わっての
指導が大切であるとの意見があり、方
法、やり方を今後検討が必要。

資格取得の支援

①全商検定１級３種目以上日本一、基本情報技術者、日商
　簿記２級等上位資格の取得をめざし、きめ細かい指導を行
う。
②補習授業の実施

全商検定１級３種目以上１００名 100% 統計資料 83% 83% Ｂ
全商３種目以上合格者数は過去２番目、
４種目以上合格者数は過去最多。高い
目標値を達成するようさらに頑張りたい。

90%
アンケート
（生徒）

77% 85% Ｂ

90%
アンケート
（生徒）

40% 44% Ｃ

90%
アンケート
（生徒）

51% 57% Ｃ

毎日きちんと学校に登校する生徒
の割合（出席率）

99% 統計資料 98.9% 99.9% Ｂ

遅刻をしない生徒の割合 99% 統計資料 99.3% 100.3% A

身だしなみをきちんと整えている
生徒の割合

90%
アンケート
（生徒）

73% 81% Ｂ

保健部と連携して保健指導をして
いる教員の割合

100%
アンケート
（教員）

80% 80% Ｂ

分担区域で清掃状況に差がみられる。
清掃が教育的に重要であり、清掃指導
が全教職員の重要な日課であることを再
確認したい。

100%
アンケート
（教員）

77% 77% Ｂ

100%
アンケート
(教員）

92% 92% Ｂ

100%
アンケート
（生徒）

83% 83% Ｂ

自分を肯定的に受け止められる生
徒の割合

80%
アンケート
（生徒）

61% 76% Ｂ

１年生、２年生、３年生と学年を経るにつ
れて充実感を感じている生徒の割合が
高まっているので、さらに全体的底上げ
が課題である。

70%
アンケート
（生徒）

66% 95% Ｂ

70%
アンケート
（生徒）

55% 78% Ｂ

70%
アンケート
（生徒）

31% 44% Ｃ

在学中に就職を内定する生徒の
割合（内定率）

100% 統計資料 96% 96% B

早い時期の求人が少なく、事務職では一
般・大学生との競合もあった。

在学中に進学先を決定する生徒
の割合（合格率）

100% 統計資料 97% 97% B

放課後補習、夏補習等３年生を中心に
行い、小論対策指導も各教科にお願いし
て実施した。より早い時期に計画を示し
たい。

望ましい勤労観・
職業観の育成

①企業見学、インターンシップの実施
②進路座談会、進路講演会等の実施
③進路の手引きの有効利用

進路学習を通して自分の進路意
識が向上したと感じている生徒の
割合

90%
アンケート
（生徒）

60% 67% Ｃ

「進路の手引き」をみなさんの意見を参
考にグレードアップする。情報提供の機
会を早い段階から持ちたい。

部活動の活性化 生徒

①各自の目標達成への支援
②外部講師の招聘 部活動に入っている生徒の割合 90%

アンケート
（生徒）

81% 90% Ｂ

８１％は1月時点で実際に活動している
生徒の割合で、内７８％が積極的に取り
組んでいる。

100%
アンケート
（生徒）

73% 73% Ｂ

70%
アンケート
（生徒）

38% 54% Ｃ

70%
アンケート
（生徒）

38% 54% Ｃ

生徒会活動の活
性化

生徒

①全校生徒、教職員、一体となった学校（生徒会）行事への
　　取組み
②各種委員会の活性化

生徒会活動へ積極的に参加して
いる生徒の割合

70%
アンケート
（生徒）

41% 59% Ｃ

生徒会主催行事については、早めに指
導し、生徒が自分たちで運営させるよう
にしたい。

90%
アンケート
（生徒）

85% 94% Ｂ

90%
アンケート
（生徒）

84% 93% Ｂ

80%
アンケート
（保護者）

83% 104% Ａ

60%
アンケート
（保護者）

73% 122% Ａ

地域との連携 教務・生徒・総務

①三者連携の推進
②地域ボランティアへの積極的な参加
③オープンスキャンパスの充実 ボランティア活動に参加している

生徒の割合
40%

アンケート
（生徒）

34% 85% Ｂ

ボランティアへにつながる場のさらなる
設定が必要。オープンキャンパスは参加
者の理解・満足度を高め、志願者の増加
につなげる必要がある。

情報発信 総務

①定期的な「ＰＴＡ会報」「学年だより」「学級だより」の発行
　　及び確実な伝達
②ホームページの定期的更新、メールマガジンの発行

ＰＴＡ会報、学年だより等を読んで
いる保護者の割合

80%
アンケート
（保護者）

91% 114% Ａ
以前よりは上昇しているが、魅力有るＨ
Ｐとその更新、メールマガジンなど携帯
の活用が必要である。

80%
アンケート
（教員）

81% 102% Ａ

80%
アンケート
（教員）

46% 58% Ｃ

80%
アンケート
（教員）

78% 98% Ｂ

80%
アンケート
（教員）

68% 85% Ｂ

達成度 評価裏づけ資料
中期経営目

標
短期経営目標 担当分掌 目標達成のための方策 結果と課題の説明

自己評価　Ａ：100≦（目標達成）　Ｂ：70≦（ほぼ達成）＜100　Ｃ：（できていない）＜70　　　　学校関係者評価　Ａ：達成できている　Ｂ：概ね達成できている　Ｃ：できていない

評価計画 学校関係者評価

評価指標 目標値
評価項

目
評価 コメント

○新教育課程編成が発足
しているが、全ての先生の
足並みがそろっていないの
がとても残念。先生のお考
えのボトムアップが必要。

Ｂ

Ｂ

生徒の学習を支
援する体制作り

①学習内容（シラバス）の充実
②授業時間の確保
③評価規準の検討、改善
④個別指導、補充授業の実施

学習内容の充実を図った教員の
割合

100%

学習計画の作成・展開・評価・見直しが
一体となって機能することが望ましい。生
徒にわかりやすい授業計画及び評価に
ついて議論を深めたい。

教員の指導力の
向上

①研究授業、公開授業等の実施
②生徒による授業評価の実施
③校内外の研修会、研究会の実施

人権・同和教育の
体制作り

図書

①人権・同和教育への積極的な取り組み
②道徳教育への積極的な取組み
③生徒理解と信頼関係の確立
④教職員の人権意識の高揚

基本的生活
習慣の確立

○努力の跡がうかがえる。
優秀。○大変厳しい社会情
勢の中すばらしく評価でき
ます。全ての生徒が３/３１
まで１００％決まりますよう、
さらなる力をお貸しくださ
い。○細かく最後まで指導
がされていると思います。
国公立及び有名私立大学
へもっと取得した資格で推
薦を得ることはできないの
か？○１～２年の間に進路
を意識付けさせる学習、体
験の機会を増やしてほし

生徒指
導

○様々な家庭環境の生徒
あり。生活習慣について完
璧は有り得ないと考えま
す。○社会人の先輩として
厳しいのは本人への将来
のためであり評価できる。

○遅刻をせず、健康に学校
生活を送れる事は思春期
の子ども達にとって難しい
事であると思いますが、本
校はとても健全に行われて
いると思います。○遅刻者
が少ない事は、大変すばら
しいと思う。○薬物乱用に
関する生徒への指導を行っ
ていただきたい

望ましい生活習慣
の育成

Ａ

Ｂ

健康管理・美化活
動

保健

①保健室利用者に対する適切な指導
②教育相談（さわやか委員会等）の充実
③清掃指導の徹底
④ゴミの分別処理の徹底

①生徒会、教員、一緒になって行う登校指導
②頭髪、服装指導の徹底
③礼法指導の徹底
④自転車運転マナーの向上
⑤情報モラルの向上

進路実現

進路

①個に応じた進路指導
②生徒および保護者への進路情報の提供と活用
③ハローワーク、松江市、東出雲町との連携による求人開拓

Ａ

Ｃ

○部活動の内容、取り組み
を顧問の先生から年に何
度か文章で連絡すれば良
いと思う。○この部分は専
門高校の苦手たる部分。○
読書に対して方向は良い
のであるが、実態、つまり
読んでいるかは別の様で
残念である。○なるべく多く
の生徒の皆さんが行われ
ている活動に参加できるよ
う なると良 と う

他人を思い
やる心、感
動する心の
育成

Ｂ

○水準並みの状況。○子ど
もの自発的な行動が見られ
大変うれしい。この様に活
動している姿を報道に流し
ていただく努力もお願いし
ます。○思春期の子ども達
の心理に対して、感動する
心を育成させるのは、なか
なか難しい事であるが、体
験をする事によって何か得
られる事の方が多いのかも
しれません。

読書習慣の育成 図書

①読書センター、学習・情報センターとしての機能強化
②朝読書への支援
③生徒図書委員会の活動強化

７３％は朝読書に前向きに取り組んでい
る生徒の割合であるが、図書館の利用
については、特定の生徒の段階にとど
まっている。「読書会」の開催などを通じ
て朝読書と図書館利用を結びつける必
要がある。

ホームルーム活
動の充実

学力向上

学習指
導

特別活
動

豊かな心の
育成と情操
の涵養

進路指
導

進路実現へ
の支援

特色ある
学校

商業教育の
充実

人権・同和
教育の推進

教育環境の
整備

生徒の授業評価で「指導は概ねよ
い」とした生徒の割合

望ましい授業態度が身に付いてい
る生徒の割合

①授業の始めと終わりの時間厳守とあいさつの徹底
②学習規律の確立を目指した授業づくり

教務

望ましい学習習慣
の形成

先生の指導に人権尊重の精神を
感じている生徒の割合

約３分の２の生徒が服装指導が適切に
行われていると考えているが、面接によ
る生徒理解と相談しやすい雰囲気につ
いては、肯定的意見の生徒の割合は低
く、課題がある。来年度は、１・２学期末
に担任が面談を行う時間を確保すること
としている。

○教師の取り組みは評価
できるが、生徒へそれが
しっかり浸透しているのか
と問えば、多少問題あり。
○生徒アンケートの中にも
ある様にむずかしい・厳し
いとの声もあるが、社会人
に必要な知識・修得には当
然の事である。学業にかぎ
る事なく、生活面・部活面で
も同様にお願いします。○
１・２年のうちは進路も決定
せず、部活動との両立はな
かなか難しい状況かもしれ
ませんが、家庭学習の意
味、テスト前の提出物をき
ちんと行い、又提出しやす
い環境作りも大切かと思い
ます。○家庭での学習時間
が増える工夫や理解できな
い部分を個別に解る指導を
期待します。

①適切な課題による家庭学習の習慣化
②生活時間調査を利用しての個別指導

家庭学習の習慣が身に付いてい
る生徒の割合

今年度は、始業終業時の挨拶をきちんと
する指導を行ったが、教員によりやや取
り組み状況に温度差が生じている。また
生徒自身も学習に取り組む姿勢や認識
に甘さがあると感じられる。授業を行う教
員の足並みをそろえ、学習環境作り生徒
とともに進めたい。

「家庭学習」に対し、教員と生徒との間に
大きな認識のずれがあると受け止められ
る。教科書等を学校に置きっぱなしの生
徒も多い。まずは、課題（宿題）をもう少し
増やし、提出状況や取り組み状況をきち
んと評価に反映させる姿勢を生徒に示す
ことを各教科に働きかけたい。

○日常的な地道な活動で
あり、評価は相当に困難。
○人権・同和教育を話す時
には奈良の水平社を思い
出します。行かれるなり、本
で読まれるなり先生の勉強
に期待します。教職員の人
権意識の高揚を図っていた
だきたい。

Ａ

○全商検定の取り組み状
況等優秀。体験的学習の
内容・規模等も相当。○合
格者の数から見ても大変評
価出来る。合格者が一人で
も多く出る様、合宿・補習
等、いろいろあり、今後共お
願いしたい。○先生方も商
業人の育成校としての自覚
をもっと持たれ、高校の授
業の一部と考えず、ビジネ
スマナー等も商業のプロを
養成するといったビジネス
スクール的感覚で取り組ん
でも、又ちがう方向で生徒
達がうけとめるものと思い
ます。○資格試験の成果が
端的に現れており、今後も
このレベル維持を学習面で
お願いします。○体験につ
いてできるだけ多くの生徒
にその機会を与えてほし

体験的学習の充
実

①インターンシップの充実
②だんだんドットコムの充実
③特色のある教育支援推進事業の充実
④働くことを学ぼう推進事業の充実

体験的学習での経験が自分に
とって役立つと感じた生徒の割合

ゴミの分別処理を行っている生
徒、教職員の割合

生徒（教務）

商業

生徒

①クラス内の組織作りと自主的な活動への支援
②自己及び他者の個性を理解しようとする心の育成

クラス、学校への帰属意識を感じ
ている生徒の割合

テスト期間や放課後に開催する研修会
に対する教職員の参加率を高める必要
がある。また、年度の早い時期に教職員
研修会を行い、その成果を生徒・保護者
に伝えていく必要がある。

信頼され
る学校

開かれた学
校づくり

保護者との連携 総務（教務）

危機管理
危機管理体制づく
り

総務・生徒・保健

①緊急連絡体制の確立
②教職員の危機管理に対する意識の高揚
③危機管理に対する校内研修の実施

校内研修により危機管理に対する
意識が高まった教職員の割合

クラス・学校ともに、学年を経るに従い割
合が上昇しているが、全体的な底上げが
必要である。

①保護者面談の実施
②ＰＴＡ活動の活性化
③読書活動の推進

学校側と連携を図ることができた
と感じている保護者の割合

朝読書、図書委員会の活動等が
読書習慣化に役立ったと感じてい
る生徒の割合

平成２２年度学校評価表(島根県立松江商業高等学校）

Ｂ

○保健室の利用状況、利
用生徒への対策等聞きた
かった。

指導力向上を目指して取り組んでいる授
業アンケートと公開授業が効果的に機能
しておらず、教員の認識も統一できてな
いと受け止められる。「研修・研究」する
仕組みと雰囲気づくりを進めたい。

出席率と遅刻をしない生徒の率はいず
れも上昇している。声かけを続けていき
たい。身だしなみを含めて教員が共通理
解を持って、さらに全体と個々の生徒に
対して適切に指導していきたい。

外部から持ち込んだゴミは持ち帰るとい
う原則を確認し、分別の徹底についてお
互いが声かけする必要がある。全校によ
るゴミ減量化に取り組む必要がある。

生徒評価を高め、教員の理解を深める
必要がある。ネットショップは生徒主体の
活動を活発化させ、全校での取り組み体
制の構築が課題である。松江中心市街
地活性化事業は多くのお客様を相手とし
て生徒にとって貴重な体験となった。イン
ターンシップは期間の検討と受け入れ先
の拡大が課題である。

Ｂ

○新しい前向きな取り組み
が行われている。○ボラン
ティア活動（校外）の情報は
本人申請だけではなく、学
校からもどしどし掲示して
はどうか。又、それに対して
十分な評価をお願いした
い。○ＰＴＡ活動は他校より
もなされていると思う。○
メールマガジンを浸透させ
るＰＲをお願いします。

学校と連携できたと感じている保護者の
割合は改善している。生徒が保護者に学
校のことを話す点には課題がある。


